
「人材(ヒューマン)アセスメント 完全ガイド」のご紹介 
事例編：アセスメント研修で使用する演習ツール（ＩＢ案件・ＩＳ指示書・ＧＤ指示書）付き 

人材(ヒューマン)アセスメントは、“社員の成長”と“会社の活性化”を得意とした商品です。 

この本は、研修運営の実践マニュアルです。アセッサーがするべき活動、ノウハウを具体的にまとめました。 

ここでは、「人材(ヒューマン)アセスメント 完全ガイド」（定価 1１,000 円）から抜粋したページの内容をご紹介します。 
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マニュアル編．アセスメント研修の具体的進め方 

１． アセスメント研修のカリキュラムやツールについて、概略解説  ３４ 
－１ アセスメント研修カリキュラムは２日が定番 
－２ 演習ツールＩＢ・ＩＳ・ＧＤは意地悪な内容がどっさり 
－３ 研修カリキュラム 「オリエンテーション」 
－４ 研修カリキュラム 「ＩＢ演習及びＩＳ演習」 
－５ 研修カリキュラム 「ＧＤ演習」  
－６ 研修カリキュラム 「ＩＢグループワーク」 
－７ 研修カリキュラム 「ＩＳビデオを使った振り返り」 
－８ 研修カリキュラム 「自己 PR 書（能力開発計画書）作成」 
－９ アセッサーの使命 厳格な時間管理とコミュニケーション環境づくり 

２． ＩＢ・ＩＳ・ＧＤ それぞれの演習の解説  ４３ 
ＩＢ演習（案件処理演習）  ４４ 

－１ ＩＢ演習の進め方 間違いや誤解に注意  

－２ ＩＢ演習の出来栄えを観る、６つの視点 

－３ ＩＢ演習グループワーク 仲間と協力しベストな解答に仕上げる 

－４ ＩＢ演習 アセッサーの使命 自分（参加者）の個性を生かす 

ＩＳ演習（指導面談演習）  ５３ 

－５ ＩＳ演習の進め方 全員が同じ条件で受けてもらう 
－６ ＩＳ演習の進め方 実は裏のストーリーが存在 
－７ ＩＳ演習 観るべきポイント 
－８ ＩＳ演習の裏のストーリー「投げ掛ける言葉」 
－９ ＩＳ演習振り返り 録画を観ながらみんなでアドバイス 
－10 ＩＳ演習 アセッサーの使命 事実を受け止められる演習に 

ＧＤ演習（問題解決討議演習）  ６３ 

－1１ ＧＤ演習の進め方 討議はルールを守ってもらう 

－1２ ＧＤ演習 今まで実施した討議、いろんなタイプの人がいました 

－1３ ＧＤ演習 討議本番以外でも情報を得る手段はある（イレギュラー対応） 

－1４ ＧＤ演習振り返り シートを使って自他認識ギャップをあぶりだす 

－1５ ＧＤ演習振り返り 録画を観ながらみんなでアドバイス 

－1６ ＧＤ演習 アセッサーの使命 大事なのは結果ではなく、そこに至るプロセス 
３． 参加者が自己理解から能力開発へと進むよう手助けするのが役割  ７３ 

－１ 能力（＝ディメンション）を正しく読んでもらう 
－２ 正しくアセスメント（＝評価）してもらう 
－３ 参加者は、自分にとって有益な情報には耳を傾ける 
－４ 私どもアセッサーはやはり口を出すのが商売 
－５ アセッサーの使命 参加者の動機に火をつける 

４． 自己 PR 書（能力開発計画書）の作成とフィードバック面談  ８０ 
－１ 評価の総まとめ 自己評価を決める 
－２ 評価結果をくるわすもの 「評価エラー」 
－３ 強み・弱みに何を選ぶか 立場によって異なる 
－４ フィードバック面談 最後の最後まで支援者で！ 

５． アセッサーによる参加者の人物像描画とレポート作成  ８７ 
－１ アセッサーの仕事は、“メモ魔” 

－２ アセスメントは、参加者の人物像を描くことから始まる 

－３ アセスメントしにくいタイプは、アセッサーの腕の見せ所 

－４ アセッサーの大事な仕事 レポート作成 

－５ アドミニストレーターとの合議で仕事が終了へ 
１． アセッサーとアドミニストレーターとの合議による評価決定とレポート例 ９７ 

－１ アセッサーとアドミニストレーターとで、ワン・チーム 
－２ まず、参加者のタイプを決める 
－３ 参加者の強みや弱みについて傾向をまとめる 
－４ アドミニストレーター次第で、アセスメントの品質が決まる 
－５ 会社トップへの報告 揺らぎを与える存在でありたい 

２． 演習の会場風景と時間管理  １０７ 
－１ 使う会場が多いのが、この研修の特徴 
－２ 演習ごとのレイアウトや注意点 

３． ようこそアセスメントの世界へ 日々、研鑽を楽しもう❣  １１５ 
－１ 良き出会いに乾杯！  －２ 良き手本に乾杯！ 

－３ 良き先輩に乾杯！    －４ 良き参加者に乾杯！ 
 
 

 事例編．アセスメント研修で使用する演習ツール 

 「ＩＢ」（インバスケット）：案件処理演習 

 「ＩＳ」（インタビュー・シミュレーション）：指導面談演習 

 「ＧＤ」（グループ・ディスカッション）：問題解決討議演習 

 

 
 

本書の利用にあたって…… 
 
 
■シートについて 

シート 1-1-1 から シート 2-8-3 まで、文章の内容を補完する形
で、参考となるシートを添付しました。 
【知識や知恵をつけるための資料】として、また【研修時の使用ツー
ル見本（参考）】として観ていただければと思っております。 

 
 
■用語の解説 

この本で使用する用語を統一して使っている箇所がいくつかありま
す。そういった用語を以下に挙げておきます。 
■参加者 ※研修を受ける受講生を指す 
■観る（アセッサーとして、演習参加者の活動やシートを観る） 
■聴く（傾聴で） 訊く（訊問調で） 
■アセスメント(＝評価)、と表記  ■レベル(＝評価点)、と表記 
■グループ ※研修中、アセッサーが受け持ったグループを指す 

 

本編：120 ページ、事例編：38 ページ （Ａ４版） 

 



 

               
 
 

             

 
 

ＩＳ演習（指導面談演習）…… 

 

５ ＩS 演習の進め方 全員が同じ条件で受けてもらう 

ＩＢと同じコマの中で受けてもらうのが、ＩＳ演習（指導面談演習）です。 

添付のＩＳ演習の指示文を読み上げていきます。「プロジェクトは当初、スケジュー

ルに沿って順調に進んでいました。しかし、４ヶ月目位から福井君が“今日は体調が

思わしくない”と言って会社を休み、またミーティングでの発言がめっきり減り、とにかく

沈みがちな姿勢が目立ったのです。・・・・・・・今回のプロジェクトは彼にとってまたとな

い機会であり有意義のものであることに間違いはないと思っています。」といったメッセ

ージが上司（参加者）に届けられ、あなただったらどの様な面談を持ちますか？ 

面談時間は１０分間です。 

上司（参加者）は部下と対面に座り、面談が開始されます。進め方として、部下

には最初席に座らずちょっと離れたところに居てもらい、上司から名前を呼ばれた

ら着席するようにしてもらいます。席の配置は、別添シートをご覧ください。 

この演習はＩＢ演習と並行して行われますので、自分の順番が来たら面談会場

まで移動し、面談が開始されます。面談に臨む前に、ＩＢ演習を解いている席（ま

たは教室の後ろに設けられた専用の読む席）に座って面談演習で使うシートを１０

分間読んでもらい、開始時間に合わせて移動し、部屋に入り、時間になったらこち

らからの開始の合図でスタートしてもらいます。面談の様子はビデオで録画します

ので、全員が同じ位置に座り、条件は同一で行ってもらいます（人によっては話し

やすいよう席の位置を工夫し、ずらそうとする人もいますが、席はそのままの位置

でやってもらいます）。面談時間１０分間が過ぎたら自動的に面談を終了してもら

いますが、話しの途中で１０分経過となりますので多少のオーバーは認め、運営し

ていきます。 

 

 

６ ＩS 演習の進め方 実は裏のストーリーが存在 

この面談には実を裏のストーリーが存在します。上司（参加者）は与えられたシ

ートを読んで自分なりに課題を整理し、面談に臨みます。どういった質問をしようか

用意して面談に臨む参加者が大半です。一方、部下（部下役を演じる人）側は自

分に用意されたストーリーをあらかじめ持っています。上司は日ごろ出張が多くコミ

ュニケーションが少ないため不満を持っているとか、悩み事を抱え多少スランプに

陥っているとか、ある場面では声を少し荒げて反応し自分の意見をぶつけるとか、
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ＩＳ演習の実施

仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ここでは、アセスメント研修で行われる演習について観ていきます。 

ＩＢ演習・ＩＳ演習・ＧＤ演習の３つの演習が用意されており、ＩＢ演習とＩＳ演習は１

日目の午前中に同時並行的に行われ、ＧＤ演習は午後という順番で進みます。

研修の特徴としては２日間の研修内容とその処理時間がどの場面でも濃密で、絶

えず何かを考えたり、シートを記入したり、模擬で体験したり、そして自分なりにどう

対応するか作戦を練ったりするなど、まさに波のように次々と課題が押し寄せてく

る演習となっています。 

 

ＩＢ演習（案件処理演習）…… 

 

１ ＩＢ演習の進め方 間違いや誤解に注意 

まずＩＢ演習ですが、（別添）ＩＢ演習の案件を参考に見てください。 

案件の冒頭は会社概要や就任に至った経緯、メンバーや会社事情などが紹介

されています。「ある会社の課長職に突然就任することになった」、しかし「今現在

は別の緊急要件がありそれが終了した●日からその新しい仕事に就任する」とい

った場面設定になっています。約２０題の案件を２時間掛けて参加者に解いても

らいます。解答用シートが配られ、案件を読み、熟慮を重ね、対応を考え、最も適

した担当者（部下等関係者）に指示をしていくのです。 

誤解や理解不足から来る過ちはほとんどありませんが、ごくたまに今自分（参加

者）が置かれている状況、例えば前任者が重度の病気で入院中とか、来週１週

間は別な用事で出張のため連絡が一切とれないとか、出張など決まった用事は

一切変更不可であるとか、を自分がやり易いように勝手に解釈する参加者がいま

す。この点は文に書いてある通りに理解して処理に臨むよう、参加者には念入りに

伝えるようにします。 

午前中はこのＩＢ演習と並行してＩＳ演習が行われますので、その辺の動き方（ＩＳ

演習の案件は１０分間時間をとって、この部屋で読んでおく、そして自分の順番が

来たら別室に移動し、面接を行う）についても丁寧に説明・確認するようにします。 

そして２時間でＩＢ演習が終了した後、参加者に記入してもらうのが「ＩＢ演習振り

返りシート」です。 

様々な角度からどのように取り組んだかを尋ねます。 

① 納得いく処理でしたか 

② どのような手順で処理しましたか 

③ どの案件を重視して取り組みましたか 

④ 難しかった案件はどれですか 

⑤ 管理者として役割の重要性をどのように感じましたか 
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シート 2-7-3 

ＩＢ演習の実施

仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シート 2-2-1 

ＩＢ演習 振り

返りシート 
 
 
 
 
 

 

１ アセッサーの仕事は、“メモ魔” 

サブ教室で、アセッサーが参加者とカリキュラムのメニューをこなすのは、午後

から始まるＧＤ演習からになります。ここからがアセッサーの仕事の本番です。１人

のアセッサーが担当する参加者は５人ですが、今からすべき仕事を思い出してく

ださい。そうです、担当する参加者のアセスメント（＝評価）を行い、アセスメント・レ

ポートを作成する大仕事が待っているのです。アセッサーは片手にファイルを抱え

ていますが、中身は参加者一人ひとりの情報をメモするシートです。今、この時か

ら始まって明日の夕方まで“メモ魔”になるのです。 

当然、メモの出来がレポートの良し悪しに関係することになるので、大変重要な

作業となります。アセッサーの仕事は「何をどこまでする」ことですか？ともし質問さ

れたら、「研修がスタートしてからフィニッシュするまでの間、常に情報を収集する

のが仕事です」と答えます。私ごとですが、この研修が終わると一気に集中力が切

れ、目が疲れ、頭も使い過ぎてもう動かない、そういった実感で一杯になります。 

 

 

２ アセスメントは、参加者の人物像を描くことから始まる 

研修最初の挨拶の場面、つまらなそうな顔をしている参加者がいたら、「なぜ

か？を探し出す」とメモしておきます。その参加者がどのような人物かを考えるうえ

で役に立つからです。この場面以降、ＧＤ演習やＩＳ演習の振り返りの時にその人を

知るためにいろいろな質問を繰り出します、場合によってはこの参加者に問題を投

げ掛けその反応を見てみたり、またその後の経過を観察したりします。初めは自己

防衛から頑な態度をとっていた参加者が、最後には少し打ち解けてきて自分なり

の感想や前向きな意見を言うように変化したりもします。この参加者はストレス耐

性が少し弱いのかしれませんし、日頃上司や会社に強く言いたいのだけれど言え

ないで悶々としている人かもしれません。正面から自分の意見をぶつけられる人

なのか、伝え方が下手で自分勝手とレッテルを張られるのを恐れている人なのか、

人を攻めるような意見は躊躇して言えない人なのか、などいろいろタイプを想像し、

人物像を当てはめてみます。どんな言葉でその人を捉えれば、その人の人物像を

描けるか、ここが勝負の勘所となります。 

 

 

３ アセスメントしにくいタイプは、アセッサーの腕の見せ所 

私たちアセッサーは、２日間という時間内で、ある参加者をアセスメント（＝評価）するための情報

を得る必要があります。しかし、参加者のタイプによっては、情報が得にくく、人物像を描くのが難

しい人もいます。表情が出やすい人や思いがはっ 
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シート 2-5-6 

アセスメント

する際に使用

する情報記入

シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 使う会場が多いのが、この研修の特徴 

アセスメント研修の特徴として、ＩＢ・ＩＳ・ＧＤの演習ごとに会場を設営する必要が

あります。会場としては、まずメインとなる大教室が１つ、他に参加人数により小教

室が増えていきます。例えば、参加人数が２０名の場合、メインである大教室は１

つ、他に小教室が４つ必要になります。１グループが５名ですので、２０名の場合だ

と５名✖４グループになります。このように使う部屋の数が多いのが、この研修の特

徴です。それと部屋で使う備品類も部屋の数に合わせ、当然多くなります。 

次に、研修の流れに沿って会場を見ていきます。まずスタート時点は、あいさつ

や研修の目的、演習の受け方などオリエンテーションがありますので、大教室＝メ

インの部屋を使用します。そして、２つの演習（ＩＢとＩＳ）が同時並行的に進みます

ので、ＩＢ演習は大教室で、ＩＳ演習は小教室に移動して行われます。ここまでが午

前中の部屋の使い方になります。 

午後になりますと、ＧＤ演習が始まり、小教室に参加者が分かれて集まります。

夕方近くまで小教室で討議～振り返り～感想や解説～評価作業と続きます。そ

の後大教室に戻り講義が行われ、続いて夕方からがＩＢ振り返り作業で、グループ

ごとに小教室に分かれ指定案件の処理が始まります。１日目は夕方で終了となり、

翌日に作業が継続されます。 

一夜明けて２日目、指定案件の処理を小教室で続け、その後大教室に集合し

て発表～討議～解説が行われます。そして講義が入り、昼食です。 

午後になり、講義の続きが大教室で行われ、その後、小教室にグループ単位

で集まり、ＩＳ演習の振り返り～感想や解説～評価作業と続きます。そして最後が、

大教室で参加者自身の評価作業と自己 PR 書（能力開発計画書）の作成、そし

て各小教室で私どもアセッサーと参加者のフィードバック面談が行われます。そし

て最後に大教室で挨拶が行われ、アセスメント研修が終了となります。 

以上、大教室と小教室を交互に入れ替えながら、講義や演習、ビデオ観察、

感想や解説、フィードバック面談等が行われる、研修会場の流れを見てきました。

大教室ではアドミニストレーターが講義等の解説を行い、小教室ではアセッサーが

各演習の運営を行うのです。 

 

 

２ 演習ごとのレイアウトや注意点 

ＧＤ演習、ＩＳ演習、ＩＢ演習の会場設営を見ていきます。 

まず、ＧＤ演習で特徴的なのが、討議をする際に座ってもらう席の配置です。ビデオ撮影をする

ため、参加者は顔を向き合わせて座るのではなく、ビデオに向かって座ってもらいます。席の配

置は場所を変えることができず、所定の位置に座っ 
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研修で使用す

る備品一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シート 2-7-1 

ＧＤ演習の実

施仕様 
 

インタビュー・シミュレーション演習(面談演習) 

 

１）目 的 
設定された条件の中で、職場での部下と一対一の話し合い（育成・指導のための面接）
を通じて、一定の結論や方向性を見出すプロセスの中で、発揮した能力項目と発揮度
を把握します。 

２）手 法 
上司役として、一定の時間内で、設定された相手役（部下役など）との話し合いを行
ないます。 

３）進め方 
課題内容を読み込み、部下との話し合いの準備をします。その後、面談会場へ向かい
下記レイアウトの上司役の席に着きます。そこで、部下を迎え、テーマに沿って話し
合いを行ないます。 

演習 
①準備・作戦   １５分 
②面 談     １０分 

フィードバック・セッション 
③ビデオ観察      分（グループ単位で観察 10分×人数） 
④自己診断     ビデオ観察と同時 
⑤他者診断     ビデオ観察と同時 
⑥相互交流    １０分 

 

４）レイアウト 

 

  

  


